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大
規
模
災
害
で
地
下
水
活
用
を

大
規
模
災
害
で
地
下
水
活
用
を

水
循
環

政
策
本
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
が
紹
介

水
循
環
企
業
の
取
り
組
み
促
進

来
年
１
月
に
連
携
フ
ェ
ア
開
催

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
事
務
局
は
７
月
５
日
、
東

京
・
霞
が
関
の
国
土
交
通
省

会
議
室
で
第
２
回
地
下
水
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
し
た
。

今
回
は
「
大
規
模
災
害
時
の

地
下
水
活
用
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
約
４
５
０
名
が
聴

講
し
た
。

同
研
究
会
は
地
下
水
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
地
方

公
共
団
体
の
課
題
解
決
を
支

援
す
る
た
め
、
基
礎
知
識
や

研
究
機
関
・
企
業
な
ど
の
最

新
の
情
報
を
提
供
。
先
進
的

取
り
組
み
事
例
も
紹
介
し
、

活
発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広

げ
て
い
る
。

当
日
は
同
事
務
局
が
能
登

半
島
地
震
に
お
け
る
上
下
水

道
被
災
・
断
水
状
況
の
推
移

や
復
旧
支
援
の
動
向
な
ど
を

説
明
。
ま
た
緊
急
水
源
と
し

て
井
戸
水＝

地
下
水
を
有
効

活
用
し
た
石
川
県
羽
咋
市
の

事
例
や
能
登
空
港
で
の
雨
水

利
用
実
績
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
東
海
林
寛
史
石
川

県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
課

水
環
境
グ
ル
ー
プ
主
幹
が
断

水
解
消
ま
で
の
経
緯
や
生
活

排
水
放
流
に
関
す
る
柔
軟
な

対
応
、
宅
内
配
管
修
繕
補
助

制
度
に
つ
い
て

解
説
す
る
と
と

も
に
、
６
月
に

ま
と
め
た
創
造

的
復
興
プ
ラ
ン

で
ま
ち
づ
く
り

と
一
体
化
し
た

上
下
水
道
イ
ン

フ
ラ
の
最
適
化

・
耐
震
化
に
取

り
組
む
計
画
を

明
ら
か
に
し

た
。
ま
た
金
沢

市
危
機
管
理
課
の
寺
分
康
二

氏
が
約
２
０
０
カ
所
の
災
害

時
協
力
井
戸
（
防
災
井
戸
）

の
概
要
、
星
尾
日
明
内
閣
府

（
防
災
担
当
）
風
水
害
対
策

調
整
官
が
発
災
時
の
応
急
対

応
と
避
難
所
の
生
活
環
境
整

備
に
向
け
た
新
技
術
な
ど
の

説
明
を
行
っ
た
。

こ
の
あ
と
遠
藤
崇
浩
大
阪

公
立
大
学
現
代
シ
ス
テ
ム
科

学
域
教
授
が
能
登
半
島
地
震

に
お
け
る
地
下
水
利
用
現
地

調
査
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
は
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
で
第
４
回
「
企
業
の
健
全
な

水
循
環
の
取
組
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
（
座
長
・
辻
村
真
貴
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
教
授
）
を
開
き
、
８
月
を

め
ど
に
水
循
環
企
業
の
登
録
・
認
証
制
度
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
水
循
環
の
取
り
組
み
に
挑
戦
し
た
い

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
企
業
を
登
録
す
る
と
と
も
に
、
水
循
環
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
促
進
す
る
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

企
業
を
認
証
す
る
。
来
年
１
月
に
水
循
環
企
業
連
携
フ
ェ
ア
（
仮
称
）
を
開
催
す
る
方
針
だ
。

有
識
者
会
議
は
学
識
者
、

自
治
体
、
関
係
企
業
な
ど
で

構
成
。
節
水
や
水
源
涵
養
な

ど
に
取
り
組
む
水
循
環
企
業

を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

当
日
は
中
込
淳
事
務
局
長

が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
企
業
の
水
循
環
に
関
す
る

取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
る
。
多
く
の
先
進
的
事

例
を
公
表
し
、
情
報
を
共
有

し
て
い
き
た
い
。
３
年
に
一

度
開
か
れ
る
世
界
水
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
も
日
本
パ

ビ
リ
オ
ン
は
広
く
注
目

を
集
め
た
。
日
本
に
限

ら
ず
世
界
の
企
業
が
水

循
環
の
取
り
組
み
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
。
国

に
よ
る
登
録
・
認
証
制

度
を
ぜ
ひ
定
着
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
呼

び
か
け
た
。
こ
れ
を
受
け
て

辻
村
座
長
が
「
水
循
環
基
本

計
画
の
見
直
し
が
進
ん
で
い

る
が
、
あ
ら
ゆ
る
ス
テ
ー
ク

ホ
ル
ダ
ー
が
関
与
し
、
健
全

な
水
循
環
に
貢
献
し
て
い
く

こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も
当

有
識
者
会
議
の
果
た
す
役
割

は
非
常
に
重
要
だ
」
と
強
調

し
た
。

新
た
に
創
設
す
る
登
録
・

認
証
制
度
で
登
録
希
望
企
業

は
３
年
間
の
取
り
組
み
計
画

（
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
が

必
要
と
な
る
。
認
証
希
望
企

業
は
こ
れ
ま
で
の
実
績
報
告

書
（
ア
ク
シ
ョ
ン
レ
ポ
ー

ト
）
を
提
出
す
る
。
登
録
・

認
証
企
業
は
数
百
件
程
度
を

見
込
ん
で
い
る
。

登
録
企
業
の
登
録
期
間
は

取
り
組
み
実
績
の
有
無
を
問

わ
ず
３
年
間
。
認
証
企
業
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
実
績

を
公
表
す
る
必
要
が
あ
り
、

１
年
ご
と
に
認
証
を
更
新
す

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

認
証
企
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
実
績
に
よ
っ
て
水
量
・

水
質
と
人
材
・
資
金
の
２
分

野
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
。

登
録
・
認
証
制
度
の
開
始
に

伴
い
新
た
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
使

用
規
定
・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

制
定
し
、
特
典
と
し
て
水
循

環
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
企
業
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
自
社
の
広
報
活
動

な
ど
で
使
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

登
録
・
認
証
制
度
を
普
及

さ
せ
る
た
め
、
有
識
者
会
議

は
来
年
１
月
に
対
面
型
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
水
循
環
企
業
連

携
フ
ェ
ア
（
仮
称
）
を
オ
ン

ラ
イ
ン
併
用
で
開
催
す
る
予

定
だ
。
国
土
交
通
省
の
講
堂

を
使
用
し
て
約
２
０
０
名
の

来
場
を
め
ざ
し
て
い
る
。

内
容
は
有
識
者
に
よ
る
講

演
に
加
え
、
登
録
・
認
定
企

業
や
地
方
公
共
団
体
の
ブ
ー

ス
出
展
を
行
う
。
登
録
・
認

定
企
業
の
ブ
ー
ス
で
は
水
循

環
関
連
商
品
の
展
示
を
は
じ

め
事
業
活
動
に
お
け
る
水
の

再
利
用
な
ど
先
進
的
な
取
り

組
み
を
ア
ピ
ー
ル
。
地
方
公

共
団
体
は
流
域
水
循
環
計
画

な
ど
を
紹
介
す
る
。

ま
た
マ
ッ
チ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
、
官
と
民
・
民
と

民
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

登録・認証開始へ登録・認証開始へ
中込事務局長

有識者会議で新制度決定

水循環ACTIVE企業ロゴマーク

辻村座長

能登半島地震の取り組み共有
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